
在
職
期
間
明
治
二
十
一
年
ー
ニ
十
七
年
(
-
八
八
八

l
一
八
九
四
）

担
当
科
目
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
和
声
学
、
作
曲
法
、
唱
歌

お
雇
い
外
国
人
教
師

音
楽
取
調
掛
は
、
メ
ー
ソ
ン
帰
国
後
、
初
歩
的
教
育
者
よ
り
芸
術
家
を
求
め
、
明

治
十
八
年
頃
か
ら
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
中
心
に
物
色
し
て
い
た

が
、
明
治
二
十
一
年
三
月
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
戸
田
伯
爵
に
公
文
書
で
依
頼
を
し
た

こ
と
に
よ
り
デ

ィ
ッ
ト
リ
ヒ

の
招
聘
が
決
り
、
数
年
来
の
希
望
が
果
さ
れ
た
。
戸
田

伯
爵
へ
の
依
頼
は
ま
ず
同
年

一
月
二
十
五
日
付
東
京
音
楽
学
校
幹
事
紳
津
専
三
郎
よ

り
文
部
大
臣
森
有
證
に
提
出
さ
れ
た
「
音
楽
教
師
傭
入
之
儀
二
付
伺
」
に
は
じ
ま
る
。

本
校
生
徒
之
儀
ハ
漸
次
進
歩
ノ
域
―
―
向
ヒ
此
際
善
良
ノ
教
師
ヲ
得
候
ハ
ヽ
其

(

-

）

 

ル
ー
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

ー
一
九
一
九
）

第
九
節

外
国
人
教
師

R
u
d
o
l
f
 D
i
t
t
r
i
c
h
 (
一
八
六
七

履
歴
と
そ

の
活
動

音
楽
取
調
掛
が
成
し
遂
げ
た
音
楽
教
育
の
基
礎
確
立
は
東
京
音
楽
学
校

に
お
い

て、

音
楽
教
育
は
も
と
よ
り
芸
術
音
楽
興
隆
に
向
け
て
よ
り
確
実
な
歩
み
を
は
じ
め

る
。
そ
れ
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
や
は
り
外
国
人
教
師
で
あ
っ
た
。
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
に

替

っ
て
明
治
二
十
二
年
十
一
月
に
着
任
し
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
に
始
ま
り
、
次
々
と
東

京
音
楽
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
教
師
は
明
治
時
代
で
十
四
名
に
の
ぼ
る。

彼
ら
は
揺

藍
時
代
を
脱
し
切
れ
な
い
東
京
音
楽
学
校
を
導
く
十
分
な
資
格
を
有
し
、
音
楽
技
術

上
の
正
統
な
訓
練
に
根
ざ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
教
育
面
お
よ
び
演
奏
面
に
日
本
の
洋
楽
界
を
華
々
し
く
か
ざ
っ
た
。

學
業
盆
進
歩
可
仕
且
陸
績
入
學
志
願
J
者
モ
有
之
賂
又
本
校
之
儀
モ
目
下
創
設

二
際
シ
候
テ
ハ
善
良
ナ
ル
組
織
ヲ
考
定
シ
後
来
之
規
模
ヲ
確
立
候
儀
必
要
二
有

之
候
就
而
者
今
般
楽
曲
製
作
理
論
講
義
管
絃
架
教
授
ヲ
主
卜
為
シ
可
相
成
ハ
唱

歌
洋
琴
風
琴
其
他
音
楽
上

一
般
ノ
學
科
教
授
ノ
任
二
勝
へ
且
本
校
組
織
考
按
ノ

顧
問
ト
モ
可
相
成
加
フ
ル
ニ
日
本
音
楽
講
薮
研
究
ノ
篤
志
ヲ
具
へ
其
取
調
二
適

シ
後
来
本
邦
音
架
上
進
ノ
途
二
於
テ
深
ク
望
ヲ
属
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
者

一
名
月

俸
凡
三
百
五
拾
圃
以
上
四
百
以
下
ノ
見
込
ヲ
以
テ
獨
澳
ノ
中
ヨ
リ
招
聘
相
成
度

右
裁
可
之
上
ハ
其
招
聘
之
手
績
等
更
二
可
伺
出
候
得
共
先
以
本
按
至
急
仰
高
裁

候
也
明
治
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日

文
部
大
臣
子
爵

森
有
護
殿

東
京
＿
音
榮
學
校
幹
事

紳
津
専
三
郎
〔手
書
き〕

（『
外
國
人
敦
師
閥
係
書
類
』
明
治
十
八
年
i
三
十
二
年
）

こ
の
文
中
に

「
日
本
音
楽
講
蕨
研
究
ノ
篤
志
ヲ
具
へ
其
取
調
二
適
シ
後
来
本
邦
音

架
上
進
ノ
途
二

於
テ
深
ク
望
ヲ
属
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
者
一
名
」
と
記
さ
れ
て
い
る

点
、
ま
た
外
国
音
楽
家
で
も
日
本
音
楽
へ
の
研
究
心
の
な
い
も
の
は
雇
い
入
れ
た
＜

な
い
と
い
う
伊
澤
校
長
の
内
外
音
楽
融
合
の
理
想
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
い
で

二
月
十
六
日
付
で
間
も
な
く
ソ
ー
ブ
レ
ッ
ト
の
期
限
が
切
れ
る
の
を
機
会
に
早
急
に

裁
可
願
い
た
い
旨
申
し
出
た
。

本
校
従
来
之
目
的
確
立
之
上
夫
々
着
手
可
致
之
処
差
嘗
リ
良
赦
師
ヲ
得
候
事

必
要
二
有
之
然
ル
ニ
現
今
之
教
師
ハ
僅
ニ
―
週
三
回
横
濱
表
ョ
リ
通
勤
之
者
ニ

有
之
未
夕
適
営
之
敦
師
ヲ
不
得
甚
夕
差
支
罷
在
候
就
而
者
今
般
月
俸
凡
銀
貨
三

園
以
上
同
三
百
五
拾
圏
以
下
ノ
見
込
ヲ
以
テ
別
紙
條
約
按
二
拠
リ
音
楽
赦
師
壷
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名
澳
國
ヨ
リ
大
凡
三
ケ
年
間
聘
用
致
度
右
裁
可
ヲ
得
候
上
ハ
該
教
師
聘
用
二
係

ル
紹
介
手
績
等
詳
細
之
事
情
ハ
本
校
長
ヨ
リ
私
翰
ヲ
以
テ
澳
國
駐
在
戸
田
公
使

ヘ
致
依
頼
可
然
乎
尤
モ
右
費
用
之
儀
ハ
本
校
来
廿
一
年
度
鰹
費
豫
算
中
ニ
テ
ハ

支
辮
難
致
候
間
不
足
之
分
別
途
御
交
付
相
成
度
候
尚
現
今
ノ
教
師
傭
期
限
モ
既

二
切
迫
之
義

二
有
之
候
者
至
急
裁
可
相
成
度
別
按
條
約
文
相
添
右
相
伺
候
也

但
本
掛
教
師
雇
入
之
手
続
ハ
本
省
ョ
リ
外
務
省
へ
御
照
會
相
成
候
様
致
度
候
也

〔手
書
き
〕（
『外
國
人
敬
師
闘
係
書
類
』
明
治
十
八
年

l
三
十
二
年
）

戸
田
公
使
か
ら
は
九
月
十
八
日
付
の
返
事
が
と
ど
き
、
ル
ー
ド
ル
フ

・
デ
ィ
ッ
ト

リ
ヒ
が
依
頼
に
応
じ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
き
た
。
し
か
し
赴
任
条
件
と
し
て
、
デ
ィ

ッ
ト
リ
ヒ
が
校
長
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
な
ら
ば
と
主
張
し
た

模
様
で
あ
っ

た
。
戸
田
公
使
は
苦
心
の
結
果
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
要
求
を
で
き
る
か
ぎ
り
満
た
し
た

条
文
を
作
成
し
、
九
月
十
三
日
に
戸
田
公
使
と
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
間
で
条
約
を
結
ん

だ
。
こ
の
返
信
に
は
そ
の
条
約
文
も
添
え
ら
れ
て
あ
る。

本
年
三
月
十
六
日
付
送
第
一
九
号
ヲ
以
テ
文
部
省
所
管
東
京
音
楽
学
校
へ
音

楽
教
師
一
名
月
給
銀
貨
三
百
円
以
上
三
百
五
十
円
以
下
ニ
テ
向
フ
三
年
間
御
雇

聘
相
成
度
云
々
文
部
大
臣
照
会
文
相
添
御
訓
示
之
旨
委
曲
領
承
右
早
速
常
府
コ

ン
サ
ル
バ
ト
リ
ー
長
ヘ
ル
メ
ル
ス
ベ
ル
グ
ヘ
委
曲
依
頼
仕
候
処
何
分
適
営
ナ
ル

音
楽
教
師
ノ
英
語
一
＿
達
ス
ル
者
少
ナ
キ
ガ
タ
メ
数
月
ノ
時
日
ヲ
費
ヤ
シ
今
日
ニ

至
リ
候
次
第
二
有
之
候
処
漸
ク
此
程
音
楽
教
師
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
ト
申
シ
嘗
國

ニ
テ

モ
薩
分
著
名
ノ
音
楽
師
ニ
シ
テ
且
英
語
ニ
モ
一

通
リ
相
通
シ
高
尚
ノ
人
物
二
有

之
同
人
ナ
レ
バ
「
コ
ン
サ
ル
バ
ト
リ
ー
長
二
於
テ
モ
其
技
術
及
理
論
ノ
優
絶
ナ

ル
ヲ
充
分
二
保
証
ス
ベ
キ
旨
申
出
候
尤
モ
同
人
儀
ハ
有
妻
ノ
者
二
付
夫
婦
同
行

ヲ
要
シ
条
約
文
案
第
一
条
及
第
九
条
（
別
紙
条
約
第
二
条
及
ビ
第
十
条
）
之
旅

行
費
銀
貨
六
百
五
拾
円
ニ
テ
ハ
事
実
二
於
テ
ハ
出
来
可
カ
ラ
サ
ル
者
卜
存
候
間

右
ハ
訓
示
案
ト
ハ
相
違
候
へ
共
二
人
旅
行
ノ
割
合
ニ
テ
見
積
ヲ
立
テ
銀
貨
千
三

百
円
二
相
改
取
極
候
又
第
一
条
ノ
一
千
八
百
八
十
八
年
九
月
一
日
ョ
リ
向
フ
三

ケ
年
間
云
々
ハ
本
年
十
一
月
一
日
ヨ
リ
来
ル
千
八
百
九
十
一
年
九
月
一
日
迄
卜

相
改
メ
申
候
右
ハ
毎
年
九
月
一
日
ョ
リ
新
学
期
相
始
マ
リ
候
二
付
学
期
ノ
一
部

即
チ
九
月
十
月
ヲ
教
授
シ
十
一
月
ヨ
リ
ハ
全
ク
他
ノ
教
師
二
就
候
様
ニ
テ
ハ
甚

夕
不
便
利

二
可
有
之
欺
ト
ノ
話
合
二
有
之
候
又
條
約
案
第
一
条
ヲ
分
テ
ニ
ケ
条

ト
シ
第
一
条
ハ
契
約
ノ
期
限
第
二
条
ハ
旅
行
費
卜
相
改
候
将
又
条
約
ノ
結
末
二

左
ノ
一
条
ヲ
増
加
致
候
即
チ

第
十
一
条
ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
氏
ハ
其
出
発
前
ニ
ニ
ヶ
月
分
ノ
給
料
即
チ
銀
貨
七

百
円
ヲ
前
借
シ
着
後
毎
月
月
給
ノ
内
ヨ
リ
百
円
ツ

ヽ
返
却
可
致
事

此
主
意
ニ
テ
本
月
十
三
日
本
使
ト
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
卜
別
紙
条
約
文
之
通
リ
条

約
ヲ
相
結
候
又
同
氏
儀
本
月
廿
三
日
佛
國
マ
ル
セ
ー
ュ
港
発
ノ
ア
ナ
ジ
ー
ル
号

ニ
テ
出
発
可
仕
候
間
右
御
領
承
可
然
文
部
大
臣
へ
御
通
報
相
成
度
此
段
申
進
候

明
治
二
十
一
年
九
月
十
八
日

在
澳
国
特
命
全
櫂
公
使

外
務
大
臣
伯
大
隈
重
信
殿

付
條
約
文
相
添
〔
条
約
書
訳
文
〕

日
本
帝
國
特
命
全
権
公
使
戸
田
伯
日
本
帝
國
政
府
ノ
嘱
托
二
依
リ
其
名
儀
ヲ

以
テ
第
一
方
二
在
リ
音
楽
指
揮
者

(
K
a
p
e
l
l
m
e
i
s
t
e
r
)
維
因
府
ノ
人
「
ル
ー
ド

ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
君
第
二
方
二
在
リ
テ
其
間
二
本
日
左
ノ
條
約
ヲ
結
定
ス

第

一

條

ル

ー
ト
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
一
千
八
百
八
十
八
年
十
一
月
一

日
ヨ
リ
一
千
八
百
九
十
一
年
九
月
一
日
マ
テ
東
京
二
於
ケ
ル
帝
園
音
楽
學

ア
ル
チ

ス
チ
ッ
シ
エ
ル
デ
イ
レ

ク
ト
ル

校
ノ
技
術
監
督
者
ト
シ
テ
傭
入
ラ
レ
右
期
限
間
此
學
校
生
徒
二
「
バ

戸
田
氏
共
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教
授
二
関
ス
ル
時
間
表
ヲ
確
定
ス
ル
ノ
権
ハ
帝
國
音
楽
學
校
長
二
属
ス

第

六

條

ル

ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
何
時
ニ
テ
モ
教
授
上
ノ
疑
問

二

関
シ
其
意
見
ヲ
帝
国
音
楽
學
校
々
長
二
告
知
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス
然
レ
ト
モ

其
採
否
ヲ
決
定
ス
ル
ノ
権
ハ
帝
国
音
楽
學
校
々
長
之
ヲ
保
有
ス

第
七
條
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
疾
病
二
罹
リ
四
十
日
間
絶
ヘ
ズ
引

続
キ
テ
其
條
約
上
ノ
義
務
ヲ
遵
守
ス
ル
ノ
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
第
四
十
日
目

ヨ
リ
以
後
其
疾
病
継
続
間
ハ
其
俸
給
ノ
四
分
ノ
一
ヲ
受
取
ル
ヘ
シ
、
又
若

シ
疾
病
絶
ヘ
ズ
継
続
シ
テ
九
十
日
二
及
ビ
其
時
期
間
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
君
其
條
約
上
ノ
義
務
ヲ
遵
守

ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
本
條
約
ハ
解

除
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
シ
第
九
十
日
目
ヨ
リ
以
後
ハ
全
ク
俸
給
ノ
支

彿
ヲ
廃
止

ス

ル
ベ
シ

イ
オ
リ
ン
」

楽
、
和
竪
學
、
作
曲
法
、
井
ニ
一
般
唱
歌
ノ
教
授
ヲ
為
ス
ノ

義
務
ヲ
負
据
ス

第
二
條
ル
ー
ド
リ
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
維
因
ョ
リ
東
京
マ
デ
自
身
及
ビ

其
妻
ノ
旅
費
ト
シ
テ
穂
計
銀
貨
一
千
三
百
円
ヲ
受
取
ル
ベ
シ

第

三

條

ル

ー
ド
リ
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
一
千
八
百
八
十
八
年
十
一
月
一

日
ヨ
リ
始
メ
テ
月
給
銀
貨
参
百
五
十
円
ヲ
受
取
ル
ベ
ク
其
払
渡
ハ
毎
月
末

日
ト
ス
若
シ
又
一
月
ヲ
分
割
ス
ベ
キ
場
合
ヲ
生
ズ

ル
ト
キ
ハ
月
俸
ノ
割
合

二
従
ヒ
日
割
ヲ
以
テ
計
算

ス

第

四

條

ル

ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
條
約

二
依
リ
テ
東
京
二
滞
在
ス

ル
間
ハ
住
宅
費
補
償
ト
シ
テ
毎
月
銀
貨
参
拾
円
ヲ
受
取
ル
ベ
シ

第
五
條
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
毎
日
五
時
間
以
上
教
授
ヲ
撥
任

ス
ル
ノ
義
務
ナ
ク
又
夏
期
間
教
授
ノ
為
メ
在
校
ヲ
要
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
カ

ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
〔
手
書
き
〕

戸
田
伯
爵

第
八
條

ル

ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
自
己
ノ
事
故
ョ
リ
シ
テ
末
ダ
條
約

期
限
ノ
経
過
シ
終
ラ
ザ
ル
前
二
本
條
約
ノ
解
除
ヲ
望
ム

ト
キ
ハ
少
ク
ト
モ

八
ヶ
月
前
二
其
旨
ヲ
帝
國
音
楽
學
校
長
二
告
知
ス
ベ
シ
、
此
場
合
二
於
テ

ハ
條
約
解
除
ノ
日
ヨ
リ
俸
給
ノ
支
払
ヲ
廃
止
ス

第
九

條

日

本

帝
國
政
府
が
顕
著
ナ

ル
事
故
ョ
リ
シ
テ
未
ダ
條
約
期
限
ノ
経

過
シ
終
ラ
ザ
ル
前
二
本
條
約
ヲ
解
除
セ
ン

コ
ト
ヲ
望
ム

ト
キ
ハ
「
ル
ー
ド

ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
君
ハ
補
償
ト
シ
テ
三
箇
月
分
ノ
俸
給
ヲ
得
ベ
シ

第
十
條
本
條
約
ノ
期
限
終
了
シ
テ
傭
継
ニ
ナ
ラ
ザ
ル
場
合
又
は
第
七
條
及

ヒ
第
九
條
二
適
合
シ
テ
本
條
約
ヲ
解
除
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
「
ル
ー
ド

ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
」
君
ハ
自
身
井
二
其
妻
ノ
蹄
國
旅
費
ト
シ
テ
穂
計
銀

貨
一
千
三
百
円
ヲ
受
取
ル
ベ
シ

第

十

一

條

ル

ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
ハ
其
出
立
前
二
総
計
銀
貨
七
百

円
ノ
前
払
ヲ
得
ベ
シ
但
シ
此
前
金
ハ
月
割
ヲ
以
テ
毎
月
金
百
円
ヅ
A

其
俸

給
中
ヨ
リ
東
京
二
於
テ
引
去
ラ
ル
ベ
シ

一
千
八
百
八
十
八
年
九
月
十
三
日
維
因
府
二
於
テ

（
『
外
國
人
敦
師
開
係
書
類
』
明
治
十
八
年
ー
三
十
二
年
）

九
月
二
十
二
日
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
マ
ル
セ
ー
ュ
を
出
港
、
十
一
月
四
日
婦
人
同

伴
で
来
日
し
た
（
『
官
報
』
明
治
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
付
に
よ
る
）
。
東
京
音

楽
学
校
で
は
翌
五
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
理
公
使
シ
ー
ボ
ル
ト
宛
来
着
を
報
じ
、
東
京

市
京
橋
区
采
女
町
三
十
二
番
地
精
養
軒
に

一
時
落
ち
着
い
た
。
さ
ら
に
十
二
月
六
日

総
理
大
臣
へ
宛
て
彼
の
履
歴
書
を
添
え
て
雇
い
入
れ
の
通
知
を
し
て
い
る
。
来
日
当
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ルードルフ ・ディットリヒ教師

デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ
の
履
歴
書

（
要
約
）

一
八
六
一
年
四
月
二
十
五
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア

・
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
國
ガ
リ
チ
ア
地
方
の
小
村

ビ
ア
ラ

B
i
a
la
に
生
る
。
五
歳
よ
り
ピ
ア
ノ
、
七
歳
よ
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
九
歳
よ

り
寺
院
音
楽
、
十
歳
よ
り
楽
理
を
学
ぶ
。

一
八
七
六
年
、
高
等
普
通
敦
育
を
受
け
る
た
め
ド
イ
ツ
國
ブ
レ
ス
ラ
ウ
市
に
赴
く
。

一
八
七
八
年
、
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
院
に
入
學
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
校
長
ヘ

ル
メ
ス
ベ
ル
ガ

ー

H
ell
m
e
s
 b
e
rg
e
r

に
、
オ
ル
ガ
ン
、
和
声
、
対
位
法
、
作
曲
を
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー

B
r
u
c
kn
e
r

お
よ
び
ク
レ
ン

K
r
e
n
n

に
、
ピ
ア
ノ
を
シ
ェ
ン
ネ
リ
ー

S
c
h
e
n
n
e
ry

に
師
事
。

一
八
八

0
年
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
第
二
賞
牌
を
獲
得
。

一
八
八
二
年
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
第
一
賞
牌
お
よ
び
オ
ル
ガ
ン
第
一
賞
牌
を
獲
得
。
こ
の

年
卒
業
に
際
し
て
成
績
優
等
の
た
め
大
銀
牌
を
獲
得
し
た
。
卒
業
と
同
時
に
ロ
ッ
ト

シ
ー
ア
男
爵
家
の
オ
ル
ガ
ン
奏
者
、
ユ
ダ
ヤ
大
寺
院
の
オ
ル
ガ

ン
奏
者
な
ら
び
に
指

揮
者
と
な
る
。

一
八
八
一
―
一
年
国
民
の
義
務
と
し
て
兵
役
に
つ
く
。
以
後
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
大
音
楽
会

な
ど
重
要
な
演
奏
会
に
出
演
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
、
管
弦
楽
、
室
内
楽
、
ピ
ア
ノ

独
奏
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
活
躍
。

時
、
デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ
夫
妻
は
と
も
に
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
天
皇

・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
に
御
前
演
奏
を
行
う
。

宮
中
の
音
榮

し
ゅ
じ
ゃ
ぅ

畏
く
も
聖
上
皇
后
雨
陛
下
に
は
去
る
八
月
澳
國
昔
榮
博
士
テ

ル
シ
ャ
ッ
ク
東

京
＿
音
榮
學
校
赦
師
ヂ
ツ

ト
リ
ヒ
澳
國
―音
榮
師
シ
ュ
ー
レ
ル
女
の
三
名
を
宮
中
に

き
こ
し
め

召
さ
せ
ら
れ
親
し
<
-
音
榮
を
聞
召
さ
る
其
由
来
を
承
る
に
テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
氏
は

わ
う
て

き

ぎ

よ

ぜ

ん

頗
る
有
名
の
作
曲
家
に
し
て
横
笛
専
門
家
な
り
是
迄
各
國
帝
王
の
御
前
に
出
で

〔
明
治
二
十
三
年
八
月
一
日
、
宮
中
千
種
之
間
に
て
〕

一
八
八
八
年
、
日
本
の
招
き
に
応
じ
て
来
日
。

〔

手
書
き
〕

（
『
外
國
人
敦
師
闘
係
書
類
』

明
治
十
八
年
！
三
十
二
年
）

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
夫
妻
は
二
十
二
年
七
月
十
六
日
、
本
郷
区
向
ヶ
岡
禰
生
町
二
番
地

の
新
築
さ
れ
た
教
師
館
（
建
築
主
お
よ
び
所
有
者
は
荻
昌
吉
と
水
野
九
郎
）
に
移
り、

帰
国
ま
で
こ
の
家
に
居
住
し
た
。
二
十
四
年
伊
澤
初
代
校
長
に
代
っ
て
校
長
と
な
っ

た
村
岡
範
為
馳
は
、
最
初
の
契
約
に
引
き
つ
づ
き
向
う
三
年
間
の
契
約
を
結
び
（
ニ

十
六
年
高
等
師
範
附
属
音
楽
学
校

と
な
っ
て
か
ら
は
講
師
嘱
託
）
、
任
期
は
二
十
七

年
七
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
た
。
こ
の
間
二

十
四
年
一
月
四
日
、
妻
の
ペ

リ
ー
ネ

を
三
十
歳
の
若
さ
で
亡
く
し
て
い
る
。
死
因
は
慢
性
心
臓
内
膜
炎
、
肺
臓
栓
塞
で
あ

っ
た
。
お
墓
は
青
山
外
人
墓
地
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
出
来
事
が
あ

っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
再
契
約
を
結
び
、
東
京
音
楽
学
校
の
授
業
の
ほ
か
熱
心
に
日
本
の
伝

統
音
楽
や
俗
曲
の
研
究
を
行
っ
た
。
築
や
三
味
線
の
実
技
も
習
得
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
多
忙
な
毎
日
の
中
で
も
夏
休
み
に
は
日
光

・
伊
香
保

・
箱
根

な
ど
の
保
義
地
に
出
か
け
る

こ
と
を
楽
し
ん
だ
。

演
奏
面
に
お
け
る
彼
の
活
躍
は
非
常
に
意
欲
的
で
、
明
治
二
十
三
年
に
来
日
し
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
と
の
演
奏
会
は
を
じ
め
、
滞
在
中

に
五
十
回
を
越
え
る
大
小
の
演
奏
会
に
出
演
し、

当
時
の
音
楽
界
に
大
き
な
刺
激
を

与
え
た
。
そ
の
中
か
ら
興
味
深
い
音
楽
会
を
紹
介
し

て
お

こ
う
。
東
京
音
楽
学
校
主

催
の
も
の
は
除
く
。
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第

一
コ
ン
セ
ル
ト
、

ア
レ
グ

ロ
百
四
十
七
番

テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
自
作
に
し
て
軍
事
上
の
物
語
を
曲
に
製
し
た
る
も
の
な
り

す

い

て

き

じ

よ

テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
吹
笛
に
シ
ュ
ー
レ
ル
女
の
洋
琴
を
和
し
て
之
を
奏
す

第
ニ
バ
ラ
ー
ド
、
及
ボ
ロ

ネ
ー
ス

べ

る

ぎ

こ

く

ば

う

ら

ん

ど

此
曲
は
白
耳
義
國
有
名
の
一
音
榮
家
ビ
ュ
ー
タ
ン
の
作
に
し
て
波
聞
國
古
代
の

物
語
及
び
歌
舞
の
様
を
擬
し
た
る
も
の
な
り
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ

の
胡
弓
に
シ

ュ
ー
レ

ル
女
の
洋
琴
を
合
奏
す

は

ん

が

り

第
三
匈
牙
利
古
歌

此
曲
は
匈
牙
利
國
有
名
の
昔
榮
家
リ
ス
ト
の
作
に
し
て
同
國
古
代
の
歌
舞
に

擬
し
た
る
も
の
な
り
シ
ュ

ー
レ

ル
女
洋
琴
に
て
之
を
弾
す

第
四
日
本
歌
調
「
花
競
」
と
「
櫻
」

此
曲
は
テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
新
作
に
し
て
箪
曲
集
中
の
花
競
及
嬰
の
二
曲
を
編

し
ゆ
み

入
し
自
ら
本
邦
歌
曲
の
旨
味
を
存
せ
る
も
の
な
り
テ
ル
シ
ャ
ク
の
横
笛
に
シ

ュ

の
曲
目
を
左
に
掲
＜

て
其
技
を
演
し
又
新
奇
の
曲
を
製
し
到
る
虞
に
妙
技
の
墜
拳
を
博
し
或
は
動
章

ご

ぶ
つ

を
授
典
せ
ら
れ
或
は
御
物
を
拝
領
せ
し
こ
と
少
か
ら
ず
然
る
に
今
回
世
界
漫
遊

さ
き

を
企
て
吾
日
本
に
渡
航
せ
し
に
よ
り
罷
に
大
日
本
音
榮
會
に
聘
し
其
得
意
の
曲

を
演
せ
し
め
し
に
其
技
賓
に
美
妙
に
し
て
會
長
鍋
島
侯
爵
始
め
幹
事
諸
氏
大
に

之
を
賞
し
遂
に
上
聞
に
逹
し
け
れ
ば
早
直
大
日
本
昔
榮
會
に
御
沙
汰
在
ら
せ
ら

か
た
じ
け
な

れ
右
三
名
の
昔
榮
を
辱
く
も
聖
聴
に
進
む
る
こ
と
A

は
な
れ
り
此
日
午
後
四

し

ゅ

つ

ぎ

よ

あ

ら

す

ば

ん

時
三
十
分
頃
よ
り
雨
陛
下
千
草
の
間
に
出
御
在
せ
ら
れ
敷
番
の
曲
を
聞
召
さ
れ

ぎ
よ
か
ん

御
機
嫌
殊
に
う
る
は
し
く
御
感
斜
な
ら
ざ
り
し
と
ぞ
此
如
き
殊
遇
の
寵
榮
を
荷

ひ
た
る
＿
音
榮
家
等
の
面
目
は
申
す
に
及
ば
ず
日
本
昔
榮
會
の
諸
氏
は
之
を
以
て

い
よ
い
こ
の

同
會
の
面
目
と
し
て
自
今
愈
よ
斯
道
の
為
に
奮
勘
す
べ
し
と
言
ひ
あ
へ
り
営
日

ー
レ
ル
女
の
洋
琴
を
和
し
て
之
を
奏
す

、

ン

ガ

リ

第
五

「
カ
バ
チ
ナ
」
と

「匈
牙
利
歌
」

「
カ
バ
チ
ナ
」
の
曲
は
獨
人
ラ
フ

の
作
に

し
て
家
内
親
愛
の
情
を
叙
し
匈
牙

利
歌
は
澳
國
人

ハ
ウ
セ
ル
の
作
に
し
て
匈
牙
利
人
歌
舞
の
状
を
寓
せ
る
も
の

な

り
デ
ッ
ト
リ
ヒ
の
胡
弓
に
シ
ュ
ー
レ
ル
女
の
洋
琴
を
和
し
て
之
を
奏
す

第
六

コ
ン
セ
ル
ト
、
ボ
ル
カ
、

今
様
の
舞
譜
曲
に
し
て
英
人
ワ
レ
ス
の
作
な
り
シ
ュ

ー
レ

ル
女
洋
琴
を
以
て

之
を
弾
ず

第
七
フ
ァ
ン

タ
シ

ア

テ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の
自
作
に
し
て
「
ソ
ン
ナ
ン
ブ
ラ
」
の
歌
劇
四
十
三
番
の
越

こ
う向
に
擬
せ
る
者
な
り
其
曲
の
終
に
は
「
シ
ャ
レ
、
ド
デ
モ
ン
」
と
稲
し
て
鬼
稗

の
歌
と
申
す
べ
き
も
の
あ
り
是
れ
テ
ル
シ
ヤ
ク
が
夢
中
に
感
得
し
覺
れ
后
之
が

譜
を
作
り
た
る
も
の
に
し
て
其
名
を
欧
州
各
國
に
博
聞
す
テ

ル
シ
ャ
ッ
ク
の
吹

笛
「
ル
シ
ャ
レ
ュ
ル
」
女
の
洋
琴
を
和
し
て
之
を
奏
す

（『
音
楽
雑
誌
』
第
一
号
、
明
治
二
十
三
年
九
月
）
＇

〔
明
治
二
十
六
年
五
月
十
一
日
鹿
鳴
館
に
お
け
る
赤
十
字
社
慈
善
音
楽
会
〕

去
る
十
一
日
午
後
八
時
半
山
下
町
鹿
鳴
館
に
於
て
開
會
さ
れ
し
が
、

(

1

)

式

．．． 

部
職
欧
州
管
絃
榮
の
進
行
曲
、
(

2

)

東
京
昔
榮
校
女
生
の
唱
歌
、
(

3

)

ミ
ニ

ュエ

ッ
ト
並
に
土
耳
古
の
進
行
曲
を
橘
、
中
村
、
麻
生
の
三
令
嬢
連
弾
せ
り
、

(

4

)

伊
藤
令
夫
人
グ
ソ
ー
ル
王
の
御
前
に
於
て
ダ
ビ
ッ
ト
吟
詠
の
段
を
獨
唱
せ

り、

其
優
雅
な
る
囀
鶯
梅
枝
を
移
る
が
如
し
、
(

5

)

昔
榮
校
御
雇
教
師
ヂ
ッ
ト

リ
ヒ
氏
の
バ
イ
オ
リ
ン
猶
奏
に
て

コ
ン
ソ
ル
ト
並
ボ
ロ
ネ
ー
ス
の
曲
を
奏
せ
し

が
、
態
度
尤
も
其
宜
き
を
得
、
用
弓
特
に
輻
＜
且
美
に
し
て
抑
揚
最
も
妙
或
は
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私
語
の
如
く
、

裂
布
の
如
く
、
芝
笛
の
如
く
、
一
器
敷
和
昔
恰
も
敷
人
の
合
唱

の
如
く
、
其
菱
化
誹
妙
満
場
を
バ
イ
オ
リ
ン
の
胴
中
に
怪
眼
せ
し
め
た
る
が
如

し。

為
に
拍
手
の
害
き
暫
く
止
ま
ず
、
(

6

)

岡
、
辻
、

豊
、
芝
四
氏
の
舞
榮
春

．．
 庭
花
を
演
じ
、
第
二
部
に
至
り
て
は
、

(

7

)

式
部
職
の
管
絃
榮
、
(

8

)

ク
ー
デ

ン
ホ
ー
フ
伯
の
獨
唱
は
勇
牡
快
活
快
哉
と
呼
し
め
喝
采
を
博
せ
り
、
(

9

)

＿音
榮

校
生
徒
の
バ

イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、

オ
ル
ガ
ン
に
て
、
甲
乙
丙
の
三
曲
を
合
奏

••• 

よ
く
聴
者
に
満
足
を
興
へ
り
、
(
1
0
)

安
部
、
菌
二
氏
の
舞
榮
納
曾
利
又
珍
ら

し、

最
後
な
る
(
1
1
)

は
ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
氏
之
を
指
揮
し
昔
榮
校
男
女
生
一
統
バ
イ

オ
リ
ン
、
セ
ロ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
て
奉
迎
の
歌
を
四
重
昔
に
て
演

じ
拍
手
の
中
に
さ
ん
く
わ
い
を
告
げ
た
り
。
傍
聴
者
は
じ
つ

に
ま
ん
じ
ゃ
う
立

錐
の
餘
地
な
し
、
し
か
し
こ
の
日
の
牧
金
は
こ
と
ご
と
く
赤
十
字
社
病
院
費
に

充
て
し
と
な
り
。

〔
明
治
二
十
七
年
五
月
五
日
鹿
鳴
館
に
お
け
る
本
郷
貧
民
加
領
學
校
の

た
め

の
慈
善
音
楽
会
〕

ど

い

つ

猥
逸
公
使
バ
ロ

ー
ン
、
フ

ォ
ン、

グ
ー
ト

シ
ュ

ミ
ッ
ド
氏
委
員
長
と
な
り
本

ぢ
よ
か
う

月
五
日
午
后
八
時
よ
り
鹿
鳴
館
に
於
て
本
郷
貧
民
加
倍
學
校
の
為
め
に
慈
善
―
音

が
た

榮
會
を
開
か
れ
た
り
し
に
雲
上
の
貴
顕
を
始
め
各
國
公
使
等
賓
に
満
場
立
錐
の

餘
地
な
く
近
頃
珍
ら
し
き
盛
會
な
り
し
其
第
一
部
演
奏
は

日

ピ

ア

ノ

甲
グ
ー
ノ
ー
氏
の
作
曲
に
係
る
「
マ

ー
チ
」
乙
メ
グ
リ
オ
氏
作
の

ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
の
二
曲
を
遠
山
、
麻
生
、
橘
、
松
野
な
る
妙
齢
の
令
嬢
ピ
ア

つ
れ
ひ
き

ノ
ニ
豪
に
て
四
人
聯
弾
な
り
し
が
間
一
髪
を
容
る
へ
き
仕
損
し
な
く
綺
麗
に

し
て
喝
采
を
博
せ
り

（『
一
音
楽
雑
誌
』
第
三
十
二
号
、
明
治
二
十
六
年
五
月
）

因

猶
唱
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
て
甲
ア
ム
、
ウ
ー
フ
ェ
ル
、

デ
ス
、
フ
ル

ッ
ツ

セ
ス

は
だ

へ

し
ら
は
み
ど
り
け
せ
ん
け
ん
あ
な

乙
ア
ム
、
ブ
ル
ン
ネ
ン
の
二
曲
を
膚
は
雪
を
欺
き
皓
歯
緑
髪
輝
娼
銅
郷

一
笑

こ

ゑ

き

ん

れ

い

う

ぐ

ひ

す

傾
城
の
姿
又
其
昔
整
の
美
な
る
強
き
は
金
鈴
の
如
く
細
き
は
囀
鶯
の
如
く
抑

揚
頓
坐
能
＜
適
ひ
昔
墜
の
美
容
貌
の
麗
拍
手
満
場
を
破
る
が
如
く
暫
く
も
止

か
け

ま
ず
再
ひ
登
壇
し
て
一
麗
す
る
や
一
層
拍
手
劇
し
く
遂
に
馳
り
て
逃
く
こ
れ

な
ん
グ
ラ
ス
マ
ン
夫
人
な
り

国
三
曲
合
奏
「
都
の
春
」
麟
這
靡

萩
岡
翫
叩
‘
ヂ
忙
町
‘
今
井
廊
脳
f

山
室

や
す
か
保
嘉
の

四
人
に
て
合
奏
せ
し
が
合
の
手
も
面
白
く
密
に
し
て
急
緩
に
し
て
細

場
所
馴
た
る
熟
練
の
功
見
え
た
り

ピ
ア
ノ

同

バ

イ
オ
リ
ン
合

奏

甲

は

シ

、
リ
ア
ノ
ー
乙
モ
ー
メ
ン
ト
、
ミ
ュ
ー

伴

奏

ジ
カ
ル
丙
イ
ン
、
デ
ル
、
ト
ロ
イ
カ

の
三
曲
な
り
し
が
甲
曲
は
優
乙
曲
は
幽

丙
曲
は
賑
附
隔
―
音
榮
學
校
員
十
名
の
合
奏
演
奏
中
傍
聴
席
の
虞
々
に
談
話
の

響
き
屡
々
洩
る
A

を
以
て
ピ
ア
ノ
を
弾
し
居
る
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
師
は
眼
鏡
越
に

に
ら
め

虞
々
を
目
戒
み
た
り

国

ピ
ア
ノ
猫
弾
獨
逸
協
會
の
教
師
ヱ

ー
マ
ン
氏
作
曲
の
「
擬
日
本
曲
」
な
り

し
が
演
奏
者
グ
リ
フ
ヰ
ン
氏
病
氣
欠
席
に
付
ヂ

ッ
ト
リ
ヒ
氏
代
り
て
弾
奏
せ

り
拐
此
「
擬
日
本
曲
」
と
は
如
何
な
る
曲
や
と
特
に
耳
を
傾
け
聞
く
者
多
か

ま
ん
ば
ん

り
し
が
其
第
一
節
は
清
架
漫
板
流
水
の
趣
を
含
み
第
二
節
は
築
曲
の
質
を
帯

び
第
三
節
は
洋
曲
に
蹄
る
や
の
思
ひ
あ
り
と
隣
席
の
評
あ
り

バ
イ
オ
リ
ン
猫
奏
厨
ァ
記

ヴ
ヰ
ヨ
ー
タ
ン
氏
作
曲
の
コ
ン
サ
ー
ト
第
五
を

さ

す

が

ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
の
演
奏
な
り
し
が
流
石
に
バ
イ
オ
リ
ン
の
敏
腕
家
と
し
て
名

あ

る

も

A

と

り

き

ぬ

あ
る
ヂ
氏
な
れ
ば
一
貼
の
欠
な
く
或
は
百
鳥
の
囀
り
合
ふ
が
如
く
或
は
吊
を

裂
く
如
く
聞
く
さ
へ
楡
快
に
て
喝
采
拍
手
満
場
に
止
ず

第
二
部

（二）
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日

ピ
ア
ノ
、

を
フ
ォ
ン
、

バ
イ
オ
リ
ン
、

ビ
イ
オ
ラ
合
奏
モ
ザ
ル
ト
氏
作
曲
の
ト
リ
オ
曲

ケ
ヱ
ー
ベ
ル
氏
の
ピ
ア
ノ
と
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
バ
イ
オ
リ
ン
井
に

ラ
ム
ゼ
ゲ
ル
氏
の
ビ
イ
オ
ラ
合
奏
な
り
し
が
珍
ら
し
く
し
て
喝
采
を
得
た
り

口

獨

唱

匹

如
甲
リ
ー
ベ
ス
ト
ロ
イ
乙
イ
ヒ
、
リ
ー
ベ
、
ヂ
ヒ
丙
ェ
ス
、
ブ

リ
ン

ク
ト
、
デ
ル
、

タ
ウ
な
る
唱
歌
を
ヘ

ル
ブ
夫
人
の
猫
唱
な
り
し
が
或
は

き
A

て

恨
む
が
如
く
或
は
泣
く
が
如
く
聴
者
を
し
て
断
腸
せ
し
む

国
ピ
ア
ノ
獨
弾
ウ
ン
ガ
ー
リ
ッ
シ
ェ
ー
、

メ
ロ
ヂ
ー
エ
曲
を
ケ
ス
レ
ル
氏
巧

み
に
弾
せ
り

四

唱

歌

甲

富
士
登
山
乙
薩
摩
潟
な
る
二
曲
を
附
隔
音
榮
學
校
男
女
生
凡
そ
六

＋
餘
名
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
の
指
揮
に
て
合
唱
せ
し
が
甲
曲
の
如
き
は
男
女
の
行

な

を

ち

こ

ち

者
が
隊
伍
を
作
し
て
遠
近
四
方
よ
り
誦
名
登
山
の
様
を
想
像
せ
し
め
し
は
中

々
に
上
出
来
な
り
し

し

だ

う

t
‘
ゎ

国

薩
摩
琵
琶
河
中
島
の

一
段
を
斯
道
逹
人
の
名
あ
る
吉
水
経
和
氏
の
弾
奏
に

み

な

り

美
墜
な
る
永
吉
丈
助
氏
の
吟
謡
な
り
し
が
薩
摩
武
士
の
身
装
に
て
悠
然
と
し

と
う
だ
ん

て
登
槽
盤
高
ら
か
に
お
く
せ
ず
弾
謡
せ
り
抑
も
此
琵
琶
曲
は
一
体
洋
人
に
は

し
よ
う
せ
い
し
き

聴
馴
た
る
も
の
A

少
き
も
の
な
る
が
四
方
よ
り
ヨ
イ
ヨ

／
＼

の
賞
竪
切
り
に

ほ
め
こ
ゑ

き
も

起
る
に
依
り
西
洋
婦
人
の
中
に
は
却
て
其
賞
竪
に
謄
を
潰
せ
る
も
の
も
あ
り

て
中
々
に
妙
な
り
き

因
バ
イ
オ
リ
ン
、

風
琴
ピ

ア
ノ
の
合
奏
附
賜
昔
榮
學
校
の
諸
氏
甲
ク
ウ
ヰ
ン

テ
ッ
ト
乙
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
丙
フ
ァ
ン
ド
ー
ル
を
奏
し
て
殆
ん
と
午
后
十
一
時

し

び

過
首
尾
よ
く
局
を
結
び
た
り
し
が
近
頃
に
無
き
珍
ら
し
き
盛
會
な
り
し

（『昔
築
雑
誌
』
第
四
十
四
号
、
明
治
二
十
七
年
五
月
）

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
帰
国
が
決
定
す
る
と
、
本
邦
音
楽
文
化
に
多
大
の
功
績
が
あ
っ

申
添
候
也

た
と
し
て
叙
勲
の
件
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

高
等
師
範
学
校
長
嘉
納
治
五

郎
校
長
は
審
査
書
類
提
出
に
際
し
て
文
部
大
臣
秘
書
官
あ
て
に

「
四
等
以
下
な
ら
ば

良
い
が
も
し
五
等
あ
る
い
は
五
等
以
上
で
は
本
人
に
と
っ
て
か
え
っ
て
迷
惑
で
あ
ろ

う
」
と
進
言
し
て
い

る。

営
校
附
属
音
楽
学
校
雇
教
師
澳
國
人
ル
ー
ド

ル
フ
、
ヂ
ッ

ト
リ
ヒ
ハ
明
治
二

十
一
年
十
一
月
以
来
生
徒
教
育
上
専
心
以
テ
其
職
ヲ
尽
シ
授
業
ノ
方
法
宜
シ
キ

ヲ
得
テ
生
徒
ノ
学
藝
著
シ
ク
熟
達
進
歩
シ
是
レ
マ
デ
屡
々
催
シ
タ
ル
音
楽
演
習

會
二
於
テ

モ
常
二
内
外
人
ヲ
シ
テ
其
発
達
ノ
速
カ
ナ
ル
ニ

驚
歎
シ
ロ
ヲ
極
メ
テ

賞
賛
措
ク
能
ハ
ザ
ラ
シ
ム
ル
ニ
至

レ
リ
本
邦
ノ
音
楽
ヲ
シ
テ
斯
ノ
如
ク
好
評
ヲ

博
ス
ル

ニ
至
ラ
シ
メ
タ
ル
ハ
同
人
典
カ
リ
テ
大
ニ

カ
ア
リ
殊
二
晩
今
世
二
行

ハ

ル
A

卑
俗
ノ
音
楽
ヲ
改
良
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
幾
多
ノ
意
匠
ヲ
費
シ
俗
曲

二
和

声
ヲ
附
シ
テ
竜
モ
本
邦
固
有
ノ
音
楽
ノ
性
質
ヲ
失
ハ
ザ
ル
ガ
如
キ
ハ
同
人
独
得

J
長
技
ニ
シ
テ
有
益
ナ
ル
事
業
卜
云
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
同
人
雇
入
以
来
在
職
満

五
ケ
年
餘
其
功
績
ノ
顕
著
ナ
ル
ハ
略
々
前
陳
ノ
如
シ
然
ル
ニ
本
年
九
月
ヲ
以
テ

雇
満
期
ト
ナ
リ
帰
國
致
ス
ベ
ク
ニ
付
キ
テ
ハ
此
際
特
別
ノ
御
詮
鏃
ヲ
以
テ
四
等

以
上
二
叙
勲
之
御
沙
汰
有
之
候
様
其
筋
へ
稟
諾
相
成
度
此
段
内
申
候
也

明
治
二
十
七
年
六
月
日

追
プ
本
邦
在
留
襖
國
公
使
ョ
リ
我
政
府
二
永
ク
奉
仕
セ
シ
ハ
本
国
ノ
名
誉
ナ

リ
ト
ノ
廉
ヲ
以
テ
本
國
政
府

二
同
人
ヲ

Ritte
r
K
r
e
u
z
 
d
e
s
 
F
r
a
n
z
,
J
o
s
e
f
s
 

O
r
d
e
n
s
 (III 
C
l
a
s
s
)

二
叙
勲
相
成
度
旨
申
請
致
候
趣

二
有
之
候
右
御
参
考
迄

〔デ
ィ

ッ
ト
リ
ヒ
の
履
歴
書
つ
き
（
こ
れ
は
省
略
）
、
手
書
き
〕

(『外
國
人
敬
師
閥
係
書
類
』
明
治
十
八
年
ー
三
十
二
年）

帰
国
の
二
週
間
前
、
明
治
二
十
七
年
七
月
十
八
日
、

勲
四
等
に
叙
せ
ら
れ
瑞
賓
賞
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、
女
整
合
唱

「
苧
環
」
、
佐
藤
誠
賓
作
歌
、

ー 2
 
ー 2
 

第

一
、
ピ

ア
ノ
連
弾

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
シ
シ
リ
ア
ノ
、

ー

7
p
 

立
口

橘
、
麻
生

ヘ
ミ
ヤ
ポ
ル
カ
」、

ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
作

部

山
室
、

ヘ
ン
デ
ル
作
、

荒
木
、

が
下
賜
さ
れ
た
。
帰
国
す
る
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
た
め
に
大
き
な
送
別
演
奏
会
が
次
の

よ
う
に
二
度
行
わ
れ
て
い
る
。

〔
明
治
二
十
七
年
四
月
一
日
、
音
楽
学
校
学
友
会
主
催
、
奏
楽
堂
に
お

い
て
〕

第

一、

合
唱
「
頌
徳
の
歌
」
、
黒
川
員
頼
作
歌
、

奏
、
指
揮
デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ

二、

等
曲
「
西
行
櫻
」
、
山
勢
、
遠
山
、
山
登
、
萩
岡
、

合
奏

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

モ
ス
コ

ー
ス
キ
ー
作
、

マ
ス
カ

ニ
作

ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
作

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
デ
ィ
ッ

ト
リ
ヒ

ロ
マ
ン
ス

・
ト
長
調
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
第
九
、
第

一
榮
章
、
シ
ュ
ポ
ー
ア
作

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

「ボ

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
ベ
リ
オ
作
、
幸
田
幸

四
、
合
唱
、
「燕
」
、
中
村
秋
香
作
歌
、
ア
プ

ト
作
、
「
此
御
山
」
旗
野
十
一
郎

作
歌
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
作
、
「家
鳥
」
大
和
田
建
樹
作
歌
、
シ
ュ

ー
マ
ン
作

五
、
ピ

ア
ノ
猫
奏
、
ソ
ナ
タ
、
ク
レ
メ
ン
テ
イ
作
、
中
村
て
る
子

ピ
ア
ノ
合
奏
、
郎
興
曲
、

上
原

ピ
ア
ノ
風
琴
伴

H （二） （一）
3
 
2
 

五
、
合
唱

1

「春
曙
」
、
旗
野
作
歌
、

2

「春
の
行
方
」
、
鳥
居
作
歌
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
作

3

「花
見
」
、
旗
野
作
歌
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
作

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
合
奏

ア
ン
ダ
ン
テ
（
ソ
ナ
タ
第
十
よ
り
）
、

〔
明
治
二
十
七
年
六
月
十
五
日
午
後
八
時
半
、
大
日
本
音
楽
会

（
第
十
六
回
）

主
催
、
鹿
鳴
館
に
お
い
て
〕

第
一
部

｀
，
 

三
9

9

 四国
末
句
第
二
部

洋
琴
及
バ
イ
オ
リ
ン
聯
奏
ヒ

ュ
ー
グ
ノ
ッ
ト
歌
劇
の
大
幻
想
曲

ー 2
 
ー 2
 「

マ
リ
タ
ナ
」

歌
劇
大
序

姪
人
唱
歌
瀧
の
宮

（
洋
琴
伴
奏
）

雅
榮
陵
王
（
童
舞
）

獨
唱
マ
タ
イ
の
物
語

バ
イ
オ
リ
ン
猶
奏
（
甲）

フ
ァ
ラ

ン
ド
ー
ル
、

「雷
鳴
」、

鳥
居
枕
作
歌
、

四
、
等
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
オ
ル
ガ
ン
、

カ
リ
オ
ン
、

シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
作

ピ
ア
ノ
合
奏

シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
作

レ
ヴ
ェ
リ
ー
（
乙
）

メ
ヌ
エ
ッ

ト、

ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
作

ビ
ゼ
ー
作

ハ
イ
ド
ン
作

サ
ラ
バ
ン
デ
、
グ
ー
ノ
ー
作

シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
作

式
部
職
雅
榮
部
諸
氏

附
属
音
榮
校
生
徒

式
部
職
雅
楽
部
諸
氏

ブ
ロ
ク
サ
ム
嬢

コ
ン
セ
ル
ー
、
第

一
番
の

ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏
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因 国（四） （三）

（
甲
）
「
ア
ン
ダ
ン
テ
」

（
乙
）
「
メ
ニ
ュ
ッ
ト
」

「
シ
ム
フ
ヲ
ニ
ー
」
曲
第
一

番
（
第
二
部
及
第
三
部
）
式
部
職
雅
榮
部
諸
氏

洋
琴
獨
弾
「
ゴ
ス
」
進
行
曲

バ
イ
オ
リ
ン
洋
琴
伴
奏

（
甲
）
夢
の
曲
（
乙
）
春
の
歌
（
乙
）

ラ
ク
テ
、
ガ
ボ
ッ
ト」

唱
歌
（
洋
琴
伴
奏
）

ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
氏

昔
榮
學
校
生
徒

菅

原

道

員

（『音
楽
雑
誌
』
第
四
十
五
号
、
明
治
二
十
七
年
六
月
）

送
別
の
宴
は
七
月
八
日
富
士
見
軒
で
催
さ
れ
、
嘉
納
校
長
以
下
三
十
余
名
出
席
、

餞
別
と
し
て
西
陣
織
二
巻
が
贈
ら
れ
た
。

し

か
ま
と
つ
じ

ま
た
『
＿音
楽
雑
誌
』

の
発
行
者
四
鼈
訥
治
は
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
名
誉
逸
事
な
ど
を

詳
細
に
綴
っ
た
「
大
和
土
産
」
と
い
う
小
冊
子
（
鈴
木
米
次
郎
英
訳
）
を
彼
に
贈
っ

た
。
左
の
文
章
は
そ
の
中
の
序
文
で
あ
る
。

大
和
土
産
の
序

ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
君
は
我
が
最
も
敬
慕
親
愛
す
る
所
の
恩
師
な
り

余
は
直
接
に
其
の
数
を
受
け
ず
と
雖
も
嘗
て
＿
音
榮
學
校
の
数
務
嘱
托
員
た
り
し

す
く

を
以
て
一
音
榮
上
の
新
智
識
を
典

へ
ら
れ
た
る
こ
と
賀
に
少
な
か
ら
ず
余
は
其
の

あ
み

恩
恵
に
浴
せ
る
こ
と
深
き
が
故
に
常
に
感
謝
の
意
を
表
し
つ
A

あ
る
な
り

の
ぼ

今
や
師
は
期
満
ち
て
賂
に
蹄
國
の
途
に
上
ら
ん
と
す
余
は
こ
れ
が
為
め
に
惜

い
た
づ

別
の
情
に
堪
ふ
る
能
は
ざ
る
な
り
然
れ
と
も
更
に
之
を
考
ふ
れ
ば
徒
ら
に
婦
女

の
惜
別
を
な
さ
ゞ
る
べ
き
な
り
如
何
と
な
れ
ば
師
が
我
が
邦
に
渡
航
し
て
以
来

口

猫

唱

バ

イ
オ
リ
ン
掛
合
月
の
出
し
ほ

「
エ
ン
ト

歌

ブ

ロ

ク

サ

ム

嬢

バ
イ
オ
リ
ン
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
氏

洋

琴

ケ

ー

ベ

ル

氏

バ
イ
オ
リ
ン
ヂ
ツ
ト
リ
ヒ
氏

に
な

已
に
敷
星
霜
を
経
た
り
と
雖
ど
も
其
間
任
命
を
完
う
し
遂
に
功
成
り
名
春
を
荷

う
て
故
郷
に
蹄
り
父
兄
に
親
友
に
會
す
る
に
臨
み
師
が
余
悲
を
愛
せ
る
の
情
と

余
輩
が
師
を
敬
せ
る
の
心
と
を
執
て
之
に
語
ら
ば
聞
く
も
の
亦
其
相
愛
し
其
の

相
敬
せ
る
の
員
情
に
感
ず
る
所
あ
り
て
師
の
名
竪
は
愈
々
高
き
を
加
ふ
べ
け
れ

ば
な
り
然
ら
ば
今
余
等
が
師
と
訣
別
を
惜
み
訣
別
を
哀
む
の
情
は
蓋
し
櫂
衡
を

異
に
せ
ざ
る
べ
き
を
信
ず
る
な
り

ゐ

だ

い

師
が
我
が
邦
昔
榮
上
の
為
め
に
盛
さ
れ
た
る
功
績
の
賓
に
偉
大
な
る
と
余
等

め
い
こ
く

子
弟
が
師
の
薫
陶
を
受
け
て
胸
裏
に
銘
刻
し
た
る
賜
も
の
と
は
余
悲
生
涯
之
を

忘
れ
ん
と
欲
す
る
も
得
さ
る
の
み
な
ら
ず
其
分
子
は
自
然
我
が
邦
昔
榮
上
の
進

歩
を
促
か
す
一
元
素
た
る
べ
き
は
決
し
て
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
さ
れ
ば
師
の

功
た
る
賓
に
無
形
に
し
て
而
し
て
萬
代
朽
ち
ざ
る
を
信
す
る
な
り
此
等
の
偉
績

は
日
本
に
於
る
師
が
名
春
な
り
名
唇
の
貴
き
は
賓
石
金
玉
の
比
す
る
所
に
非
ら

く
も

と

き

ず
賓
に
萬
代
不
朽
永
世
其
光
輝
は
曇
る
期
あ
る
こ
と
な
き
な
り
此
貴
き
名
春
は

即
ち
師
が
一
音
榮
上
に
盛
さ
れ
た
る
熱
心
が
自
然
に
産
み
た
る
天
賦
の
花
質
に

し

て
仮
令
萬
金
を
以
て
す
と
雖
ど
も
購
ひ
得

へ
き
も
の
に
非
さ
る
べ
き
を
信
す
る

す
で

す
で

今
師
と
手
を
握
り
袖
を
分
た
ん
と
す
る
の
時
業
に
已
に
迫
れ
り
因
て
余
も
亦

き
ん
ば
い

一
餞
を
呈
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
然
れ
ど
も
余
の
赤
貧
た
る
賓
玉
金
牌
を
賑
ら
ん

と
欲
す
る
も
力
の
企
て
及
ば
さ
る
を
奈
何
せ
ん
余
を
し
て
赤
貧
に

し
て
此
く
の

い
だ

如
き
遺
憾
を
抱
か
し
む
る
も
の
は
抑
も
原
因
な
き
に
非
ず
余
は
曾
て
文
明
國
の

昔
榮
を
輸
入
し
て
以
て
我
が
邦
の
音
榮
を
改
良
せ
ん
と
す
る
に
志
し
明
治
七
八

年
頃
よ
り
我
が
國
各
種
の
昔
榮
を
攻
究
せ
り
と
雖
と
も
一
も
得
る
所
な
か
り
き

然
れ
ど
も
終
に
幸
に
文
部
省
昔
榮
取
調
所
に
入
り
始
め
て
志
望
の
如
く
泰
西
昔

う
か
ゞ

つ
い

榮
の
一
斑
を
窺
ふ
を
得
た
り
尋
て
業
を
卒

へ
乃
ち
東
京
府
師
範
學
校
に
居
る
事

な
り
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ゃ

明
治
二
十
七
年
七
月
上
幹

ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君

（『
昔
架
雑
誌
』
第
四
十
六
号
、
明
治
二
十
七
年
七
月
）

彼
の
人
物
に

つ
い
て
は
皆

一
様
に
、
人
格
者
で
あ
り
学
識
豊
か
で
教
育
熱
心
な
教

四し

Z か
叫ま

訥ぢ

治ぢ

盆
に
四
年
後
ち
感
す
る
所
あ
り
て
職
を
僻
し
府
下
の
各
所
に
唱
歌
會
を
起
し
以

は
か

て
有
志
者
を
集
め
て
之
を
奨
勘
し
専
ら
斯
道
の
普
及
を
謀
れ
り
さ
れ
ば
其
結
果

と
し
て
遂
に
一
音
榮
雑
誌
顎
刊
の
必
要
に
迫
ら
れ
自
ら
奮
て
其
重
任
に
常
れ
り

こ

り
つ
ど
く
ほ

然
れ
と
も
孤
立
獨
歩
な
れ
ば
其
維
持
頗
る
困
難
に
し
て
賓
に
如
何
と
も
為
す

ゐ
き

能
は
ざ
る
の
域
に
陥
い
れ
る
事
屡
々
な
り
き
然
り
而
し
て
余
は
一
音
榮
と
共
に

一

し

う

し

ぎ

身
を
終
始
す
る
の
精
誹
な
れ
ば
之
が
為
め
に
財
を
郷
ち
之
が
為
め
に
身
を
犠
し

き
っ

千
辛
を
喫
し
万
苦
を
嘗
め
盆
々
貧
困
に
逼
る
も
屈
せ
ず
或
は
妻
子
飢
潟
を
訴
ヘ

え
ん
そ
う

て
泣
き
或
は
祉
界
の
怨
憎
を
蒙
り
殆
ん
ど
立
つ
能
は
ざ
る
に
至
れ
る
敷
回
な
る

た
ゆ

そ
し

に
も
撓
ま
ず
人
或
は
狂
と
磯
り
愚
と
罵
る
あ
る
も
敢
て
意
に
介
せ
ず
唯
筆
を
振

っ
と

う
て
藷
夢
を
掃
排
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
努
む
る
こ
と
已
に
五
年
に
至
る
是
れ
即

ち
余
が
赤
貧
に
陥
い
れ
る

一
源
因
な
り

唯
余
に
一

餞
あ
り
決
し
て
媚
諮
の
念
あ
り
て
贈
る
に
非
ら
ず
又
奇
を
好
ん
で

呈
す
る
に
非
ず
聯
か
師
恩
の
万
分

一
に
報
せ
ん
と
す
る
の
微
志
の
み
升
は
他
に

あ
ら
ず
小
編
の
一
冊
子
是
な
り
然
り
と
雖
と
も
其
記
事
に
至
て
は
則
ち
一

已
人

の
思
想
臆
説
に
出
で
た
る
に
あ
ら
す
公
然
吾
か
昔
榮
雑
誌
等
に
掲
載
し
束
り
た

、
、
、
、
、
、
、

る
一
音
楽
赦
師
ル
ー
ド
ル
フ
、
ヂ
ッ
ト
リ
ヒ
君
が
日
本
に
於
け
る
名
春
即
ち
昔
榮

あ
っ

に
閥
す
る
記
事
を
蒐
め
て
一

小
編
と
な
し
た
る
も
の
な
り
因
て
こ
れ
を
題

し

．．．． 

て
大
和
土
産
と
い
ふ
恩
師
笑
て
之
を
受
け
玉
は
ゞ
余
が
喜
び
は
果
し
て
奈
何
ぞ

七
月
六
日

於
東
京

師
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
本
職
の
オ
ル
ガ

ン
だ
け
で
な
く
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ピ
ア
ノ
に
す
ぐ
れ
、
合
唱
や
管
弦
楽
指
導
な
ど
万
能
を
発
揮
し
、
初
期
東
京
音
楽
学

校
の
指
導
者
と
し
て
は
最
も
適
し
た
人
材
で
あ
っ

た
。
ま
た
日
本
の
音
楽
向
上
の
た

め
に
作
曲
や
論
文
を
発
表
し
、
次
に
紹
介
す
る
よ
う
な
国
益
の
一
端
を
は
か
っ

て
デ

ィ
ッ
ト
リ
ヒ
に
依
頼
し
た
鈴
木
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
鑑
定
な
ど
の
労
も
惜
し
ま
な
か
っ

た。
余
は
敷
年
末
鈴
木
氏
の
名
古
屋
に

て
製
作
せ
る
「
ヴ
ィ
オ
リ

ン
」
を
得
て
之

を
審
査
し
其
良
否
鑑
別
す
る
の
機
會
を
得
た
り
乃
ち
余
を
以
て
之
を
親
れ
ば
鈴

木
氏
は
年
一
年
よ
り
其
「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
の
製
作
に
精
を
加
へ
て
完
全
の
域
に

進
み
細
と
な
く
大
と
な
く
構
造
の
諸
部
に
較
著
な
る
進
歩
を
呈
せ
し
の
み
な
ら

ず
甚
音
調
に
在
り
て
も
亦
然
り
と
す
故
に
同
氏
の
手
に
成
れ
る
「ヴ
ィ
オ
リ
ン
」

は
最
も
能
＜
學
校
又
は
奏
榮
所
の
用
に
供
す
る
に
足
れ
り
且
其
債
の
低
廉
な
る

凡
そ
心
を
音
榮
に
用
ふ
る
者
殆
に
「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
を
榮
む
者
は
其
貧
富
の
如

何
を
問
は
ず
皆
之
を
坐
右
に
備
ふ
る
事
を
得

へ
し
鈴
木
氏
の
心
機
を
費
し
丹
誠

を
凝
ら
し
て
「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
を
製
作
す
る
今
日
の
如
く
む
ば
追
々
一
層
の
精

を
加

へ
て
盆
々
良
好
の
品
を
製
出
す
る
に
至
ら
ん
事
期
し
て
侯
つ
べ

し
鈴
木
氏

の

「
ヴ
ィ
オ
リ
ン
」
が
債
格
上
並
に
音
調
上
外
國
の
輪
入
品
を
競
季
場
裡
に
悪

倒
す
る
に
至
ら
ん
事
は
余
が
鈴
木
氏
の
為
め
又
日
本
國
工
業
の
為
め
切
に
希
望

し
て
止
ま
さ
る
所
な
り

西
暦
千
八
百
九
十
三
年

ル
ド
ル
フ
、
ヂ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ

（
『＿音榮
雑
誌
』
第
三
十
五
号
、
明
治
二
十
六
年
八
月
）
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帰
国
後
は
王
室
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
(
-
九

0
1
)
と
な
り
、
ま
た
ヘ
ル
メ
ス
ベ

ル
ガ
ー
四
重
奏
団
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
〇
六
年
ウ
ィ
ー
ン
音

楽
院
教
授
。
一
九
一
九
年
一
月
十
六
日
五
十
八
歳
で
病
没
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
墓
は

ウ
ィ
ー
ン
の
中
央
墓
地
十
一
列
七
号
で
あ
る
。
彼
の
帰
国
後
の
消
息
に
つ
い
て
は
東

京
音
楽
大
学
教
授
松
本
善
三
氏
の
資
料
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

日
本
に
お
け
る
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
作
曲
お
よ
び
著
作

作
曲

〈
憲
法
疲
布
之
頌
〉
（
明
治
二
十
二
年
十
二
月
出
版
『
中
等
唱
歌
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）

〈

N
i
p
p
o
n
G
a
k
u
f
u
 :
 Se
c
h
s
 
j
a
p
a
n
i
s
c
h
e
 
V
o
l
k
s
l
i
e
d
e
r〉

F
巴

P
i
a
n
o
f
o
r
t
e
.

L
e
i
p
z
i
g
:
 
B
r
e
i
t
k
o
p
f
 u•Hartel

, 

1
8
9
4
 
(
明
治
二
十
七
年
）

こ
の
楽
譜
の
紹
介
記
事
を
『
一
音
楽
雑
誌
』
第
三
十
三
号
（
明
治
二
十
六
年
六
月
二

十
五
日
）
よ
り
掲
載
す
る
。

「
東
京
―
音
楽
學
校
御
雇
教
師
た
る
ヂ
ッ
ド
リ
ヒ
氏
は
兼
て
我
―
音
楽
の
楽
曲
に
就
て

わ
ざ

／
ヽ

種
々
研
究
中
な
り
し
が
態
々
三
味
線
師
を
呼
び
寄
せ
其
曲
譜
を
採
り
之
に
調
和
を
附

し
専
ら
講
究
な
せ
し
が
今
回
愈
々
本
國
な
る
澳
國
に
於
て
出
版
せ
ん
が
為
め
表
紙
は

中
島
華
陽
氏
の
揮
奄
な
る
極
彩
色
の
密
聾
及
び
歌
曲
の
摸
様
釆
畳
を
驚
が
し
め
た
り

ご
ん
べ

ゑ

た

ね

ま

き

其
歌
曲
は
琉
球
ぶ
し
、
め
で
た
ぶ
し
、
櫻
、
地
つ
き
ぶ
し
、
櫂
兵
衛
種
蒔
、
田
植
歌

等
な
り
と
熱
心
の
人
と
云
ふ
べ
し
」

〈

Y
o
i
!
〉

J
a
p
a
n
i
s
c
h
e
r
 
M
a
r
s
c
h
 (
B
o
n
'
O
d
o
r
i
,
 Am
m
a
,
S
a
n
,
 U
m
e
 w
a
 saitaka
,
 

U
k
i
y
o
,
B
u
s
h
i
,
 
Chiyonkina)•Fiir 

P
i
a
n
o
f
o
r
t
e
.
 Wi
e
n
:
 Josef 
E
b
e
r
l
e
 

等
曲
〈
落
梅
〉

R
娑
u
b
a
i
fiir 
P
i
a
n
o
f
o
r
t
e
 

〈凸^

T
e
k
o
n
a
,
マf
a
r
s
c
h
"〉

fiir
P
i
a
n
o
f
o
r
t
e
.
 Wi
e
n
:
 J
o
s
e
f
 
E
b
e
r
l
e
 

（
口
絵
三
十
一
頁
参
照
）

編
曲

音
楽
取
調
掛
編
纂
『
小
學
唱
歌
集
』
和
声
附
け

こ
の
曲
集
は
明
治
三
十
二
年
『
小
學
唱
歌
集
用
オ

ル
ガ
ン
・
ビ
ア
ノ
楽
譜
』

と
し

て
出
版
、
さ
ら
に
昭
和
十
三
年
三
月
、
『
校
訂
小
學
唱
歌
集
、
伴
奏
附
』

と
し
て
大

日
本
図
書
か
ら
再
版
さ
れ
た
。

『
祝
日
大
祭
日
唱
歌
』
和
声
附
け
（
ピ
ア
ノ
あ
る
い
は
オ
ル
ガ
ン
お
よ
び
四
部
合
唱
）

論
文

B
e
i
t
r
a
g
e
 
z
u
r
 
K
e
n
n
t
n
i
s
s
 
d
e
r
 j
a
p
a
n
i
s
c
h
e
n
 
M
u
s
i
k
,
 in 
"M
i
t
t
h
e
i
l
u
n
g
e
n
 
d
.
 

d
t
s
c
h
.
 Ge
s
e
l
l
sc
haft 
f.
 d.
 Na
t
u
r
 
u
.
 V
o
l
k
e
r
k
u
n
d
e
 
O
sta
sien
s"
 B
d
.
 V
I
 

He£ 
t
 58
,
 
T
o
k
y
o
 1
8
9
7
.
 

最
後
に
遠
藤
宏
氏
が
語
る
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
著
書
『
明
治
昔
榮

史
考
』
（
二
九
ニ
ー
三
頁
）
の
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
項
か
ら
原
文
の
ま
ま
掲
載
す
る
。

西
四
軒
寺
跡
〔
現
在
地
〕
に
新
築
さ
れ
た
三
百
八
十
餘
坪
の
校
舎
は
杜
に
園
ま

れ
て
ゐ
た
。
二
十
三
年
春
に
は
ほ
ゞ
出
来
あ
が
つ
て
一
大
文
化
の
殿
堂
を
な
し

て
ゐ
た
。
今
で
は
靴
の
ま
A

踏
み
歩
い
て
ゐ
る
廊
下
は
東
西
に
貫
き
、
拭
き
浦

め
ら
れ
て
光
つ
て
ゐ
た
さ
う
だ
。
女
生
徒
は
椎
の
賞
を
拾
つ
て
来
て
そ
の
廊
下

に
坐
り
、
時
に
は
お
は
じ
き
な
ど
を
し
た
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
絶
え
ず
巡
回
し

一
時
間
に
三
人
の
生
徒
に
一

憂
の
練
習

が
あ
る
。

て
生
徒
の
練
習
を
注
意
し
て
歩
い
た
。

ピ
ア
ノ
が
割
常
て
ら
れ
た
時
、
三
人
が
そ
の
一

豪

の
ピ
ア
ノ
に
同
時
に
と
っ
つ

い
て
練
習
し
て
ゐ
た
の
を
稜
見
し
た
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
、
笑
ひ
乍
ら
二
十
分
づ

つ
練
習
せ
よ
と
注
意
し
た
こ
と
が
あ
る
。
昔
は
同
じ
曲
を
連
弾
し
た
こ
と
が
あ

る
の
で
無
理
も
な
い
。
こ
ん
な
話
も
故
橘
糸
重
先
生
か
ら
伺
っ
た
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
は
大
き
な
證
格
で
威
厳
を
も
つ
て
ゐ
た
が
心
は
優
し
か
つ

た
。
授
業
は
員
に
厳
格
で
あ
っ
て
、
不
勉
強
な
男
生
徒
は
耳
染
を
撮
ま
れ

て
数

室
か
ら
突
き
出
さ
れ
た
が
、
よ
く
出
来
た
時
は
五
錢
の
白
銅
貨
を
典
へ
た
こ
と

五
錢
の
白
銅
貨
が
あ
れ
ば
そ
の
頃
櫻
木
町
の
お
で
ん
屋
で
萱
飯
が
食

へ
た
さ
う
だ
。

二
十
五
年
の
夏
前
に
男
生
徒
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
し
た
こ
と
が
あ
る
。
デ
ィ
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年〕 ッ
ト
リ
ヒ
が
我
々
に
は
あ
ま
り
厳
格
過
ぎ
る
と
い
ふ
の
が
原
因
の
主
な
こ
と

で
、
明
日
行
は
れ
る
演
奏
會
を
流
會
に

し
て
や
ら
う
と
前
日
申
合
せ
た
。
と
こ

ろ
が
下
級
生
の
一
人
、
今
は
故
人
と
な
っ
た
田
村
虎
蔵
が
學
校
へ
注
進
に
及
ん

だ
た
め
遂
に
事
が
ば
れ
て
、
元
橋
義
敦
他
三
名
の
男
生
徒
が
十
五
週
間
の
停
學

(
1
)
 

慮
分
を
う
け
た
。
し
か
し
間
も
な
く
赦
さ
れ
た
と
聞
く
。
こ
れ
は
故
島
崎
赤
太

郎
教
授
が
故
岡
野
貞
一

教
授
に
語
ら
れ
た
の
を
、

更
に
ま
た
私
が
密
か
に
聞
き

出
し
た
話
で
あ
る
。
元
橋
義
敦
は
翌
二
十
六
年
本
科
専
修
部
を
穂
代
で
卒
業
し

た
秀
オ
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
五
月
一
日
、
疎
開
先
秋
田
縣
下
で
七
十
七
才

で
世
を
去
っ
た
。
今
は
皆
故
人
と
な
っ
た
の
で
、

藝
術
家
ら
し
い
無
邪
氣
な
ス

〔
昭
和
十
七

(

1

)

こ
の
件
に
関
す
る
詳
細
な
事
情
は
北
村
季
睛
（
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
弟
子
の

一
人
）
の
「
洋

楽
回
顧
録
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
『
月
刊
楽
譜
』
第
九
巻
第
十一

号
、
大
正
九
年
十
一
月
）
。

デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
帰
国
以
後
、
東
京
音
楽
学
校
は
高
等
師
範
学
校
附
属
か
ら
再
び

独
立
し
、
日
本
の
新
し
い
音
楽
文
化
を
背
負
っ

て
い

っ
そ
う
の
内
容
充
実
を
は
か
っ

た
。
教
師
陣
は
、
そ
れ
ま
で
の
初
歩
的
な
教
師
像
を
脱
し
て
世
間
の
評
価
を
も

つ
演

奏
家
と
い
う
人
材
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
三
十
年
代
以
降
の
校
長
は
渡
邊

龍
聖
、
大
島
義
修
、
高
嶺
秀
夫
、
湯
原
元
一
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変

っ
た
。
だ
が
行
政

手
腕
の
あ
る
彼
ら
の
指
尊
に
よ
り
小
山
作
之
助
を
は
じ
め
、
海
外
留
学
で
研
鑽
を
積

ん
だ
幸
田
延
（
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ヘ
留
学）
、
島
崎
赤
太
郎

（
ド
イ

あ
や

ツ
留
学
）
、
安
藤
幸
子
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア

ヘ
留
学
）
、
紳
戸
絢
（
フ
ラ
ン
ス
留
学
）
ら

が
、
す
ぐ
れ
た
技
術
を
も
つ
外
国
人
教
師
た
ち
と
と
も
に
、
ま
さ
に
躍
進
の
時
代
と

い
え
る
活
発
な
音
楽
学
校
を
築
い
た
。
瀧
廉
太
郎
、
山
田
耕
搾
、
信
時
潔
、
柳
か
ね

ら
が
こ
の
時
代
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
次
に
紹
介
す
る
外
国
人
教
師
は
、
こ

の
輝
か

(
l
)
 

し
い
時
代
を
端
き
担
っ

た
人
々
で
あ
る
。

(

1

)

今
回
（『東
京
芸
術
大
学
百
年
史
東
京
音
楽
学
校
篇
』
第
一
巻
）
は
明
治
時
代
に
任
期

ト
ラ
イ
キ
の
慎
相
を
明
に
し
て
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
思
ひ
出
を
終
る
。

満
了
と
な

っ
た
外
国
人
教
師
に
限
っ
た
。
し
た
が

って
明
治
時
代
に
雇
い
入
れ
た
教
師
で
も

大
正
時
代
に
わ
た
っ
て
活
躍
す
る
教
師
は
次
の
第
二
巻
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
二
）
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル

R
a
p
h
a
e
l
v
o
n
 K
o
e
b
e
l
 

（
一
八
四
八
ー
＿
九
二
三
）

明
治
三
十
一
年

l
四
十
二
年

(
-
八
九
八

l
一
九

0
九）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
ピ
ア
ノ

明
治
三
十
一
年
五
月
ケ
ー
ベ
ル
博
士
が
東
京
音
楽
学
校
へ
出
向
し
は
じ
め
た
頃
は

ま
だ
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
で
あ
っ
た
が
、

翌
三
十
二
年
に
は
再
独
立
し

た
。
彼
は
左
記
の
履
歴
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
哲
学
博
士
の
学
位
を

も
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
六
年
六
月
に
、

東
京
帝
国
大
学
か
ら
の
招
聘
に
応
じ
て
傭

外
国
人
教
師
と
い
う
身
分
で
来
日
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
主
な
講
義
は、

哲
学
概
論
、
西
洋
哲
学
史
お
よ
び
カ
ン
ト
、
ヘ

ー
ゲ
ル
な
ど
で
、
ほ
か
に
ゲ
ー
テ
の

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
、
詩
学
な
ど
の
特
殊
講
義
受
け
持

っ
た
。
だ
が
特
に
熱

を
入
れ
た

の
は
契
約
外
の
ギ
リ
シ

ャ
語
の
文
法
や
初
歩
を
教
え
る
時
間
で
あ
っ

た
。
こ
の
授
業

で
彼
は
。フ
ラ
ト
ン
、

ホ
メ

ロ
ス
、
ア
イ
ス
キ

ュ
ロ
ス
、

オ
ヴ
ィ
デ

ィ
ウ
ス
、
ホ
ラ
テ

ィ
ウ
ス
、
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
な
ど
の
講
読
を
行

っ
た
。
東
京
音
楽
学
校

へ
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
出
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
手
続
上
の
書
類
と
い
う
も
の
が
一
切

見
当
ら
な
い
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
東
京
音
楽
学
校
側
か
ら
の
要
請

で
東
京
大
学
と
の
兼
務
を
文
部
省
が
許
可
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

ケ
ー
ベ
ル
博
士

は
、
東
京
帝
国
大
学
で
哲
学
の
講
義
を
す
る
か
た
わ
ら
、
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
を
は
じ
め

音
楽
関
係
者
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
交
流
が
深
く
、
彼
の
音
楽
的
芸
術
性
は
高
い

評
価
を
得
て
い
た
。
履
歴
に
よ
る
と
彼
は
幼
い
頃
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
志
し
て
い
た
。

ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
履
歴
（
来
日
ま
で
）

東
京
音
楽
学
校
に
は
履
歴
書
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
久
保
勉
訳
編
『
ケ
ー

ベ
ル
博
士
随
筆
集
』
（
岩
波
文
庫
33
|
641ー

I
)
か
ら
紹
介
す
る
。
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